
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立佐伯城南中学校

佐伯城南中学校では、「夢の実現に向けて、仲間とともによりよく生きる生徒の育成」を目指し、学校研究「論理的に分かりやすく説明する力の育成」に組織的に取り組むとと
もに、生徒による学習目標の設定や授業評価を授業改善に活かしている。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆重点目標及び重点的取組の中核となる主任を明確にして取組指標に
位置付け、目標管理と関連付けるとともに、短期PDCAサイクルに基づく
検証・改善とCS会議（チーム会議含む）における協議テーマとも連動さ
せている。

◆運営委員会に養護教諭・事務職員も参加し、学校経営に専門的な意
見を反映させるとともに、学校マネジメント４つの観点や授業改善等に係
る教職員の月１回「学校マネジメント自己評価表」による自己評価を行
い、取組の徹底や改善方策の立案につなげている。

工夫・ポイント

◆校務支援ソフトを活用して、出欠管理・諸帳簿作成や、転入生のデータ
引継ぎに係る時間の削減につなげている。

働き方改革の工夫
生徒による学習目標の設定

説明し合う・聞き合う場の設定、端末活用
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授業づくりの工夫

各学年・各教科の授業改善テーマに、「説明する力」
の育成に向けた取組と手立てを明記し、各教室に掲
示している

学校研究「論理的に分かりやすく説明する力」の実現に向けた取組

定期的に振り返って学習に臨む姿勢等の見直
しにつなげている


